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平成２１年度事業評価中間報告書（要旨）

政策評価の対象と
宮内庁の広報活動の推進

した政策

政策の目的・目標 宮内庁ホームページを充実し，皇室に対する国民の理解が一層
深まるよう関連する情報の提供に努める。

中間報告書の概要 本報告書は，平成２２年度に実施する総括的な評価（事後評価）
に向け，平成２０年度中間報告書に引き続き，平成２１年度の取
組（実施事業：宮内庁ホームページの充実）について，中間的な
取りまとめを行うものである。

１ 事業の内容
（１）平成２０年度に実施した主な事業（ホームページの改修）

・ページデザインの刷新
・掲載情報の再分類・整理
・文字サイズ変更機能の実装
・音声読み上げ機能に対応するためのファイル改修
・ページ作成用テンプレートの制作

（２）平成２１年度に実施した主な事業（ホームページの充実）
・英語版の英文の見直し
・掲載情報の見直し・充実
・サイト閲覧支援機能の追加（音声読み上げソフト等の導入)
・ＦＡＱ機能追加
・天皇陛下御即位２０年記念の特集コンテンツ等の掲載

２ 具体的な改修点（平成２１年度結果）
〔英語版ホームページ〕

・天皇皇后両陛下のご活動のデータページ等の翻訳，掲載
・用語集の新設

〔掲載情報の充実〕
・キッズページの新設
・天皇系図の新設
・書陵部所蔵資料ページの新設（日本語版ホームページのみ）
・三の丸尚蔵館収蔵作品及び過去の展覧会図録ページの新設
・皇室関連施設等の位置図の掲載
・皇居東御苑の年間開花カレンダーの掲載

〔ユーザビリティ〕
・ホームページのナビゲーションの新設
・よくある質問の新設
・用語集の再分類（日本語ホームページのみ）

〔アクセシビリティ〕
・アクセシビリティ支援ツールの導入

〔その他〕
・天皇陛下御即位２０年記念特集コンテンツの新設

３ 改修までの作業等
・ 意見公募（改修前の事前アンケート）
・ 専門事業者によるアクセスログ解析
・ 改修方針の決定


